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前
号
で
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
が
三
崎
に

詰
め
て
い
た
こ
と
を
紹
介
し
た
が
、

そ
の
三
崎
に
つ
い
て
浦
賀
と
の
関
係

を
中
心
に
紹
介
し
た
い
。 

浦
賀
奉
行
所
が
設
置
さ
れ
る
以
前

よ
り
三
崎
に
は
番
所
が
設
置
さ
れ
て

い
た
。
そ
も
そ
も
は
元
和
四
年
（
一

六
一
八
年
）
に
御
船
奉
行
向
井
将
監

し
ょ
う
げ
ん

忠
勝
が
三
崎
御
番

ご

ば

ん

を
命
じ
ら
れ
た
こ

と
に
端
を
発
す
る
。
そ
の
後
、
寛
永

九
年
（
一
六
三
二
年
）
に
走
水
御
番

の
兼
務
と
な
り
、
正
保
二
年
（
一
六

四
五
年
）
に
三
崎
番
所
・
走
水
番
所

と
改
称
さ
れ
た
。
こ
の
時
は
両
番
所

に
そ
れ
ぞ
れ
与
力
五
人
、
同
心
三
十

人
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
二
つ
の
番

所
は
一
体
と
な
っ
て
そ
の
機
能
を
果

た
し
て
お
り
、
上
り
船
（
江
戸
か
ら

出
て
行
く
船
）
を
三
崎
番
所
が
、
下

り
船
（
江
戸
に
入
る
船
）
を
走
水
番

所
が
担
当
し
て
船
改
め
を
行
っ
て
い

た
。
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
年
）
に

下
田
奉
行
所
に
そ
の
機
能
が
引
き
継

が
れ
る
と
三
崎
は
代
官
の
支
配
と
な

っ
た
。 

享
保
五
年
（
一
七
二
〇
年
）
、
下
田

奉
行
所
が
廃
止
し
て
浦
賀
奉
行
所
に

船
改
め
の
業
務
が
引
き
継
が
れ
る
と
、

三
崎
に
は
御
役
宅
と
呼
ば
れ
る
浦
賀

奉
行
所
の
出
張
所
が
置
か
れ
、
浦
賀

奉
行
所
の
関
係
機
関
と
し
て
機
能
を

果
た
す
よ
う
に
な
る
。
浦
賀
奉
行
所

の
関
係
機
関
は
他
に
奉
行
所
・
番
所
・

江
戸
御
役
所
・
下
田
御
用
所
の
四
カ

所
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
に
は
そ
れ
ぞ

れ
与
力
・
同
心
が
交
代
で
配
置
さ
れ

て
職
務
に
あ
た
っ
た
。 

三
崎
御
役
宅
に
は
与
力
一
人
、
同

心
目
付
・
平
同
心
各
一
人
の
合
計
三

人
が
一
ヶ
月
交
代
で
詰
め
て
い
た
。

役
宅
は
陣
屋
山
の
麓
に
あ
り
、
間
取

り
は
わ
か
ら
な
い
が
応
対
所
・
与
力

詰
所
・
同
心
詰
所
・
勝
手
な
ど
が
あ

り
畳
が
三
十
五
畳
敷
か
れ
て
い
た
こ

と
は
わ
か
っ
て
い
る
。
役
宅
の
機
能

と
し
て
は
難
船
の
処
理
を
主
と
し
て

海
上
で
の
拾
得
物
の
取
り
扱
い
、
流

人
船
の
確
認
や
城
ヶ
島
篝
屋

か

が

り

や

・
安
房

崎
遠
見
番
所
の
管
理
に
三
崎
町
と
周

辺
地
域
の
支
配
な
ど
が
あ
っ
た
。
難

船
の
処
理
な
ど
は
下
田
御
用
所
と
も

共
通
し
て
い
る
が
、
下
田
と
大
き
く

異
な
る
の
は
三
崎
町
の
支
配
関
係
と

い
う
地
方

じ

か

た

業
務
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
三
崎
御
役
宅
も
下
田
御
用
所
も

奉
行
所
の
出
張
所
で
は
あ
る
が
、
下

田
が
難
船
処
理
な
ど
の
浦
方
業
務
の

み
（
地
方
は
代
官
江
川
太
郎
左
衛
門

の
支
配
）
で
あ
る
の
に
対
し
、
地
方

業
務
が
あ
る
分
、
三
崎
御
役
宅
の
方

が
役
の
重
要
性
が
高
か
っ
た
。
下
田

が
同
心
の
み
の
在
勤
で
あ
る
の
に
対

し
て
三
崎
に
は
与
力
が
詰
め
て
い
る

こ
と
に
も
そ
れ
が
現
れ
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
多
く
の
こ
と
に
つ
い
て

奉
行
所
の
裁
許
を
仰
ぐ
必
要
が
あ
る

た
め
裁
量
権
が
与
え
ら
れ
て
い
た
わ

け
で
は
な
か
っ
た
。 

三
崎
御
役
宅
に
関
す
る
史
料
は
そ

れ
ほ
ど
多
く
残
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
が
勤
務
の
実
態
な
ど
は
あ
る

程
度
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
い
く

つ
か
あ
る
関
連
史
料
の
中
に
、
浦
賀

奉
行
所
で
同
心
を
勤
め
た
中
村
家
の

史
料
に
あ
る
「
三
崎
在
勤
中
御
用
留
」

と
い
う
も
の
が
あ
る
。
こ
の
史
料
の 

天
保
八
年
（
一
八
三
七
年
）
三
月
の

記
録
に
は
、
前
月
に
大
坂
で
乱
を
企

て
た
元
大
坂
町
奉
行
所
与
力
の
大
塩

平
八
郎
一
味
の
手
配
書
に
つ
い
て
の

記
述
が
あ
り
、
大
変
興
味
深
い
。 

三
崎
町
は
浦
賀
奉
行
所
の
管
轄
で

あ
っ
て
御
役
宅
が
奉
行
所
の
裁
許
を

仰
ぎ
な
が
ら
支
配
関
係
の
業
務
を
行

っ
て
い
た
が
、
文
化
八
年
（
一
八
一

一
年
）
に
会
津
藩
が
江
戸
湾
海
防
の

担
当
に
な
る
と
久
比
里
や
吉
井
同
様
、

三
崎
に
も
分
郷
が
で
き
て
三
崎
の
東

側
が
浦
賀
奉
行
所
管
轄
、
分
郷
と
な

っ
た
西
側
が
会
津
藩
の
管
轄
と
な
っ

た
。
こ
の
分
郷
は
、
文
政
四
年
（
一

八
二
一
年
）
に
会
津
藩
が
防
備
担
当

を
離
れ
て
か
ら
は
有
事
の
際
に
浦
賀

へ
の
援
兵
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
小
田

原
藩
が
、
そ
れ
か
ら
は
川
越
藩
、
彦

根
藩
、
萩
藩
（
長
州
藩
）、
熊
本
藩
と

代
々
三
浦
半
島
の
防
備
を
担
当
し
た

藩
の
支
配
と
な
っ
た
。 

三
浦
半
島
の
南
端
に
あ
っ
た
こ
と

か
ら
異
国
船
来
航
時
に
は
そ
の
第
一

報
を
浦
賀
奉
行
所
に
通
報
す
る
こ
と

も
あ
っ
た
。
天
保
八
年
（
一
八
三
七

年
）
六
月
の
ア
メ
リ
カ
商
船
モ
リ
ソ

ン
号
来
航
時
や
嘉
永
二
年
（
一
八
四

九
年
）
閏
四
月
の
イ
ギ
リ
ス
軍
艦
マ

リ
ナ
ー
号
来
航
時
は
三
崎
詰
め
の
浦

賀
奉
行
所
与
力
か
ら
の
通
報
が
浦
賀

奉
行
所
へ
の
第
一
報
と
な
っ
て
い
る
。 

三
浦
半
島
の
南
端
で
あ
る
城
ヶ
島

と
房
総
半
島
の
南
端
で
あ
る
洲
崎
間

の
ラ
イ
ン
は
、
乗
留

の

り

ど

め

線
と
し
て
江
戸

湾
海
防
に
於
け
る
重
要
な
防
衛
ラ
イ

ン
と
さ
れ
た
。
異
国
船
対
応
の
重
要

性
が
増
し
た
ビ
ッ
ド
ル
艦
隊
来
航
後
、

そ
の
よ
う
な
場
所
に
位
置
し
て
い
る

三
崎
に
異
国
船
に
対
応
す
る
た
め
の

オ
ラ
ン
ダ
通
詞
が
配
置
さ
れ
た
の
は

必
然
だ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

（
山
本 

慧
） 

★
参
考
文
献
・
史
料 

・「
通
航
一
覧
続
集
」
第
４
巻 

 

・「
三
崎
郷
土
史
考
」
臨
川
書
店 

一
九
八
七

年
復
刻 

・『
新
横
須
賀
市
史 

通
史
編 

近
世
』 

・「
浦
賀
奉
行
所
関
係
史
料
第
二
集 

 

中
村
家
文
書
・
浦
賀
詰
下
田
問
屋
旧
記
控
・
他
」 

 

 

浦
賀
と
三
崎 

 

  



 

 http://www.city.yokosuka.kanagawa.jp/2752/uragabunka/ 

  浦賀文化のバックナンバーはこちらから→ 

 

 浦賀文化 

皆
様
、
は
じ
め
ま
し
て
。
今
回
か
ら
本
稿

を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
デ
ビ
ッ
ト

佐
藤
で
す
。
東
京
湾
要
塞
研
究
家
と
し
て
、

主
に
三
浦
半
島
に
残
る
戦
争
遺
跡
の
調
査
・

研
究
を
行
い
、そ
の
成
果
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
講
座
、

講
演
な
ど
を
通
じ
て
発
信
す
る
こ
と
を
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
わ
け
で

第
一
回
目
は
、
私
が
戦
争
遺
跡
に
興
味
を
持

つ
よ
う
に
な
っ
た
原
点
の
一
つ
で
あ
る
、
観

音
崎
の
砲
台
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

観
音
崎
と
聞
い
て
多
く
の
方
が
思
い
浮
か

べ
る
の
は
、
観
音
埼
灯
台
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
日
本
で
最
初
の
西
洋
式
灯
台
と
し
て
、

教
科
書
に
も
登
場
す
る
存
在
だ
か
ら
で
し
ょ

う
。
実
は
こ
の
「
日
本
初
」
は
灯
台
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
西
洋
式
近
代
砲
台
が
日
本

で
最
初
に
築
か
れ
た
場
所
も
、
こ
こ
観
音
崎

な
の
で
す
。
そ
の
た
め
近
年
で
は
、
砲
台
も

観
音
崎
の
重
要
な
見
ど
こ
ろ
と
し
て
認
識
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
も
観

音
崎
に
は
、
九
つ
も
の
砲
台
が
築
か
れ
て
い

た
の
で
す
。 

建
設
が
始
ま
っ
た
の
は
明
治
一
三
年
五
月
、

最
初
に
着
工
さ
れ
た
の
は
第
二
砲
台
で
す
。

翌
六
月
に
は
第
一
砲
台
、
続
い
て
明
治
一
四

年
に
第
三
砲
台
、
明
治
一
五
年
に
は
第
四
砲

台
と
、
段
階
的
に
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
き

ま
す
。
ま
た
観
音
崎
だ
け
で
な
く
、
明
治
一

四
年
に
は
第
一
海
堡
や
猿
島
、
明
治
一
五
年

に
は
富
津
元
洲
砲
台
が
着
工
さ
れ
る
な
ど
、

観
音
崎
と
富
津
の
間
に
砲
台
が
建
設
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
。
お
気
づ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
砲
台
は
三
浦
半
島
の
観
音
崎
と
房

総
半
島
の
富
津
を
結
ぶ
形
で
築
か
れ
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
東
京
湾
口
に
お
い
て
敵
艦
の
侵
入

を
阻
止
す
る
こ
と
が
目
的
だ
っ
た
の
で
す
。 

             

 

と
こ
ろ
で
、
江
戸
時
代
に
は
す
で
に
台
場

が
築
か
れ
て
い
た
は
ず
で
す
が
、
そ
れ
ら
は

ど
う
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

幕
府
の
瓦
解
と
と
も
に
新
政
府
に
接
収
さ

れ
ま
す
が
、
そ
も
そ
も
旧
式
で
あ
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
維
新
の
混
乱
の
中
で
廃
止
さ
れ
、

設
備
は
撤
去
、
土
地
も
払
い
下
げ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
た
め
明
治
陸
軍
は
、
改
め
て

土
地
を
買
収
し
、
新
た
に
砲
台
を
築
く
必
要

が
あ
っ
た
の
で
す
。 

砲
台
の
建
設
地
選
定
は
、
国
土
防
衛
上
極

め
て
重
要
な
問
題
で
す
。
首
都
東
京
、
そ
し

て
軍
港
横
須
賀
の
入
口
に
あ
た
る
東
京
湾
が
、

最
初
の
建
設
地
と
し
て
選
ば
れ
た
の
は
当
然

の
こ
と
で
し
ょ
う
。 

実
際
に
は
明
治
九
年
か
ら
測
量
や
用
地
買

収
が
始
ま
り
ま
す
が
、
明
治
一
〇
年
の
西
南

戦
争
に
よ
っ
て
事
業
は
一
時
中
断
さ
れ
ま
す
。

戦
後
、
本
格
的
に
再
開
さ
れ
、
明
治
一
三
年

五
月
の
砲
台
建
設
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま

す
。
初
め
て
の
本
格
的
な
西
洋
式
砲
台
で
あ

っ
た
た
め
、
建
設
は
試
行
錯
誤
の
連
続
だ
っ

た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
厳
し
い
財
政

事
情
の
中
で
建
設
費
の
捻
出
に
も
苦
労
が
あ

っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
背
景
に
は
、
当

時
の
朝
鮮
半
島
を
め
ぐ
る
日
本
と
清
と
の
対

立
と
い
う
、
緊
迫
し
た
国
際
情
勢
が
あ
っ
た

の
で
す
。 

明
治
一
三
年
か
ら
工
事
が
始
ま
っ
た
各
砲

台
は
、
第
一
砲
台
、
第
二
砲
台
、
猿
島
砲
台

な
ど
が
明
治
一
七
年
に
竣
工
し
、
次
の
段
階

と
し
て
実
際
に
据
え
付
け
る
大
砲
の
検
討
へ

と
移
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
明
治

一
四
年
五
月
に
は
明
治
天
皇
が
観
音
崎
砲

台
の
工
事
現
場
へ
行
幸
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
か
ら
も
、
砲
台
建
設
が
国
家
的
な
重

要
事
業
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

当
時
の
新
聞
に
も
観
音
崎
の
砲
台
建
設
の

こ
と
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
国
民
の
関
心
事
で

も
あ
り
ま
し
た
。 

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
て
観
音
崎
の
砲

台
を
見
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
よ
り
興
味
が
深

ま
る
も
の
と
思
い
ま
す
。 

次
回
は
、
明
治
天
皇
の
行
幸
に
つ
い
て
、

お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。 

（
デ
ビ
ッ
ト
佐
藤
） 
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我
が
国
近
代
砲
台
事
始
め 

―
観
音
崎
砲
台
― 

笑 話 一 題
 

近
頃
流
行
の
Ａ
Ｉ
に
浦
賀
は
ど
ん
な
と
こ

ろ
か
尋
ね
て
み
た
。｢

ペ
リ
ー
の
黒
船
来
航

で
知
ら
れ
る
歴
史
的
な
港
町
で
す
。
」
と
返

答
が
あ
っ
た
。
そ
の
他
に
、「
江
戸
時
代
に

は
奉
行
所
が
置
か
れ
、
江
戸
の
海
の
玄
関
と

し
て
繁
栄
し
た
」
「
近
代
は
、
浦
賀
ド
ッ
ク

で
造
船
の
町
と
し
て
も
賑
わ
っ
た
」「
東
浦

賀
と
西
浦
賀
を
結
ぶ
浦
賀
の
渡
し
（
渡
船
）

が
あ
る
」…

と
説
明
が
続
く
。 

さ
ら
に
、
Ａ
Ｉ
か
ら
も
う
一
歩
踏
み
込
ん

だ
説
明
が
あ
っ
た
が
、
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。

「
ペ
リ
ー
来
航
を
受
け
て
日
本
初
の
洋
式

軍
艦
が
造
ら
れ
た
」「
浦
賀
奉
行
所
与
力
中

島
三
郎
助
の
波
乱
に
満
ち
た
生
涯
に
つ
い

て
」
「
浦
賀
ド
ッ
ク
内
に
現
存
す
る
レ
ン
ガ

積
み
ド
ラ
イ
ド
ッ
ク
は
、
世
界
に
数
カ
所
し

か
な
い
貴
重
な
遺
構
で
あ
る
」「
渡
船
は
全

国
的
に
も
珍
し
い
市
道
で
あ
る
」「
水
飴
が

名
産
品
で
あ
っ
た
」
な
ど
。 

浦
賀
文
化
は
、郷
土
史
家
や
各
方
面
の
専

門
家
に
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
、
Ａ
Ｉ
に
は
な

い
情
報
が
満
載
で
あ
る
。バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

も
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
再
読
し
て
ほ
し
い
。 

（
ポ
ン
ポ
ン
丸
） 

４月より、コミュニティセンター使用料金
が変更になります。 

当館では浦賀の歴史を展示した郷

市内 市外

200円 300円 600円

200円 300円 600円

400円 500円 1000円

浦

賀

コ

ミ

セ

ン

分

館

新料金

第１学習室

第２学習室

第１・第２学習室

学習室名

現料金


